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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 経過連絡票の提出を10日までにお願いします。

· 学術研究発表会の抄録作成を（デイ、デイナイト・ナイトケアは）明日までにお願いします。

· 蜂が出現してきています。事故のないように注意しましょう。

＜外来情報＞　

· 河村　哲久様　～先月、デイケアを退所したが再利用希望。主治医より許可あり。

　　　　　　

＜利用者様情報＞

· 杉澤　恵子様～今朝、むつ食品方面から病院に本人が歩いてくるのをスタッフが見かけている。弟　　

様からタバコは1日7本と決めているとの情報があったがお父様から1000円小遣いとして不定期に貰っている為、タバコを購入している可能性がある。又、持参薬も内容は同じだが「昼食直前」でない事が多い。本日、弟様より本人のデイケアでの状態の問い合わせあり、情報提供している。服薬については弟様も確認してみるとの事。外来受診時、主治医に報告する。

· 鈴木　茂子様　～先週末にナイトケア利用中の戸賀沢清様と馬場町近辺を歩いていた際、戸賀沢様　　　　　

の買い物袋にアルコールらしきものを見かけたとスタッフより情報提供あり。

青明舎にも情報提供し、経過をみていく。

＜利用規約について＞

・現在、書類手続きの方法確認の為、保護者に電話連絡中。日中不在の場合は、ナイトケアスタッフが連絡する事とする。

＜ナイトケア事例検討＞

· 山田　健次様　（70）　統合失調症

～昭和37年ごろ、幻聴・被害妄想・関係妄想・作為体験などあり名古屋病院初診。以後、12回の入院歴あり。八戸に兄がおり、母親と共に転居。共同作業所に通所するが仕事量は少なく作業能率に欠けていた。平成元年には2回就職するが直ぐに辞めている。平成4年、作業所帰りにイライラし隣に立った女性を蹴ったり「ぶん殴ってやる。」と女子高生を追いかけ叩く行為あり翌年、当院入院となる。当院退院後はうみねこ幸房に通所。平成11年より母親が老人ホームに入居し、単身生活となっている。

　平成14年7月、単身生活での衛生面や食事などの生活援助や現在の状態維持目的の為ナイトケア利用となる。

～ナイトケアでの状況～

出席は月2日程度。精神状態は大きな変化はない。足の痛みなどを理由に欠席が多い。

（通所目標）ナイトケアを休む時は連絡する。

（現状）欠席する時の連絡をするときとしない時が半々である。

　　　　入浴が１～２週間に1回という事もあり、スタッフは通所し入浴も可能である事を伝え通所を促している。

※7／26、スタッフに「幸房を辞めてナイトケアに行きたい。」「日中は家でゆっくり過ごし夕方にナイトケアに来る。」と相談。スタッフより日中の生活の場も必要との助言受ける。翌日、外来主治医に幸房を辞めたい旨を相談すると家族と話し合うようにとの促しあり。8／6、兄と海に出掛けたが幸房を辞めたいという相談はしていない。

→今後について

　70歳という年齢から徐々に加齢的な変化も考えられる。しかし、日中の生活の場は現状維持のためにも大切であり今後について保護者であるお兄様もまじえて検討する必要があるだろう。方向性としては①現在のまま、幸房とナイトケア利用　②週の半分は幸房、半分はデイナイトケアなど本人の年齢を加味した場で過ごして頂く。～などが考えられる。本人はデイナイトケア通所は自分の対象でないと話されており少しずつ、年齢を考えての適切な場を検討していく事とする。

